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◆
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

が
で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例

Ｑ　

長
期
継
続
契
約
の
対
象
に
な
る

契
約
と
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
。
こ
の

条
例
に
よ
ら
ず
、
既
に
長
期
継
続
契

約
を
し
て
い
る
も
の
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
契
約
解
除
す
る
場
合
の
条
件

去
の
計
画
は
。
ま
た
、
工
事
終
了
時

期
か
ら
柏
原
保
育
所
卒
園
式
の
開
催

会
場
は
。

Ａ　

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
作
業
は
休
日

に
行
う
。
ア
ス
ベ
ス
ト
は
南
小
学
校
、

奥
富
公
民
館
の
機
械
室
に
も
使
用
さ

れ
、
既
に
封
じ
込
み
作
業
は
実
施
済

み
だ
が
、
今
後
、
空
調
設
備
改
修
等

と
併
せ
て
除
去
作
業
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
卒
園
式
は
公
民
館
で
行
う
予

定
で
あ
る
。

は
。

Ａ　

対
象
は
パ
ソ
コ
ン
等
の
事
務

用
機
器
類
、
Ｘ
線
診
断
装
置
等
の
医

療
用
機
器
類
な
ど
の
物
品
借
り
入
れ

の
ほ
か
、
庁
舎
の
警
備
業
務
等
の
役

務
提
供
に
関
す
る
契
約
で
あ
る
。
メ

リ
ッ
ト
は
事
務
効
率
化
、
契
約
金
額

抑
制
等
が
図
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
既

に
長
期
継
続
契
約
し
て
い
る
も
の
と

し
て
は
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
の
供

給
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。
契
約
解

除
の
条
件
は
契
約
書
に
記
載
し
て
い

く
。

Ｑ　

長
期
継
続
契
約
で
あ
る
指
定
管

理
者
の
契
約
に
は
債
務
負
担
行
為
の

設
定
が
必
要
だ
が
、
本
条
例
制
定
後

は
必
要
な
く
な
る
の
か
。

Ａ　

指
定
管
理
者
制
度
は
本
条
例
と

性
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
今

後
も
債
務
負
担
行
為
の
設
定
が
必
要

で
あ
る
。

◆
副
市
長
の
定
数
を
定
め
る
条
例

Ｑ　

助
役
に
代
わ
っ
て
副
市
長
と
す

る
経
緯
と
、
そ
の
権
限
は
。
ま
た
、

市
長
と
の
関
係
に
お
け
る
助
役
と
の

違
い
は
。

Ａ　

地
方
の
自
主
性
、
自
立
性
拡
大

等
を
趣
旨
と
す
る
地
方
自
治
法
改
正

に
よ
る
も
の
で
、
副
市
長
に
は
市
長

の
権
限
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
市
長
の
命
を
受
け
、
政
策
及

び
企
画
を
つ
か
さ
ど
る
と
の
規
定
も

さ
れ
て
い
る
。

◆
副
収
入
役
設
置
条
例
の
廃
止

Ｑ　

収
入
役
が
会
計
管
理
者
に
代
わ

る
こ
と
で
の
影
響
は
。

Ａ　

会
計
管
理
者
は
市
長
が
一
般
職

員
の
中
か
ら
任
命
す
る
。
議
会
の
承

認
は
必
要
な
く
な
る
が
、
こ
れ
ま
で

同
様
に
会
計
事
務
を
適
正
に
行
っ
て

い
く
。

◆
平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

Ｑ　

柏
原
保
育
所
防
音
関
連
工
事
の

内
容
と
期
間
は
。
工
事
期
間
中
の
保

育
と
保
護
者
へ
の
説
明
予
定
は
。

Ａ　

工
事
内
容
は
機
械
室
の
ア
ス
ベ

ス
ト
除
去
（
封
じ
込
み
作
業
は
既
に

実
施
済
み
）、
空
調
設
備
改
修
等
を

一
体
に
行
う
も
の
で
、
期
間
は
約
５

カ
月
間
を
予
定
し
て
い
る
。
工
事
期

間
中
の
保
育
は
柏
原
小
学
校
校
庭
に

建
設
す
る
仮
設
園
舎
の
ほ
か
、
小
学

校
の
音
楽
室
、
図
工
室
で
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
保
護
者
へ
の
説
明
会
は

今
後
開
催
し
て
い
く
。

Ｑ　

工
事
の
終
了
時
期
は
。

Ａ　

平
成
19
年
３
月
20
日
頃
を
予
定

し
て
い
る
。

Ｑ　

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
作
業
時
の
子

供
た
ち
の
安
全
確
保
策
は
。
今
後
の

教
育
施
設
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
除

　

柏
原
保
育
所
防
音
関
連
工
事
に
伴
う
平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
１
議
案
を
審
議
し
た
結
果
、
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
18
年
10 
月
臨
時
会

主
な
議
案
審
議︵
本
会
議
︶

柏
原
保
育
所
防
音
関
連
工
事
に

　
　
　
　

伴
う
補
正
予
算
を
可
決

委員会の傍聴もお気軽に

　本会議だけでなく、委員会
の傍聴もできますので、お気
軽にお越しください。
　なお、開催日については３
月定例会日程案（Ｐ16）を
ご覧ください。

　

市
民
か
ら
制
定
請
求
が
あ
っ
た
狭
山
市
駅
西
口
地
区
整
備
事
業
を

現
計
画
の
ま
ま
行
う
こ
と
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
条
例
に
つ
い
て

審
議
し
た
結
果
、
否
決
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
議
案
に
つ
い

て
は
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
18
年
12 
月
定
例
会

主
な
議
案
審
議︵
本
会
議
︶

狭
山
市
駅
西
口
整
備
事
業
に

　

関
す
る
住
民
投
票
条
例
を
否
決

柏原保育所
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市
税
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

吏
員
を
職
員
に
改
め
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
従
来
の
吏
員
任
命
基
準

の
扱
い
は
。

Ａ　

採
用
後
間
も
な
い
職
に
あ
る
者

を
吏
員
か
ら
外
し
て
い
た
が
、
当
面

は
従
来
の
基
準
に
よ
っ
て
任
命
し
て

い
き
た
い
。

◆
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

市
立
幼
稚
園
３
園
（
入
曽
、
堀

兼
、
奥
富
幼
稚
園
）
を
廃
止
す
る
経

緯
と
、
地
域
の
方
々
へ
の
対
応
は
。

幼
稚
園
廃
止
後
の
跡
地
利
用
は
。
ま

た
、
市
立
幼
稚
園
存
続
に
対
す
る
考

え
は
。

Ａ　

市
立
幼
稚
園
の
統
廃
合
は
園
児

減
少
に
伴
い
、
適
正
規
模
の
施
設
運

営
を
図
る
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
る
。

統
廃
合
方
針
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

方
々
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、
理
解

を
い
た
だ
い
て
き
た
。
跡
地
利
用
は

地
域
の
方
々
の
意
見
も
踏
ま
え
、
早

期
に
決
定
し
て
い
く
。
ま
た
、
市
立

幼
稚
園
存
続
に
つ
い
て
は
、
役
割
の

重
要
性
を
認
識
し
つ
つ
、
３
園
廃
止

後
の
状
況
等
か
ら
総
合
的
に
判
断
し

て
い
き
た
い
。

◆
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

ご
み
処
理
経
費
の
上
昇
に
伴
い
、

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
分
手
数
料

を
値
上
げ
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ご

み
処
理
経
費
は
ど
の
く
ら
い
上
が
っ

て
い
る
の
か
。
今
回
の
手
数
料
改
定

に
伴
う
増
収
額
と
、
ご
み
処
理
経
費

計
算
方
法
の
変
更
点
は
。
ま
た
、
今

後
も
５
年
ご
と
に
処
分
手
数
料
を
値

上
げ
し
て
い
く
の
か
。

Ａ　

ご
み
処
理
経
費
は
年
間
平
均
額

で
比
較
す
る
と
、
５
年
前
の
改
正
時

に
算
出
し
た
額
よ
り
も
約
２
千
万
円

上
が
っ
て
い
る
。
増
収
額
は
平
成
17

年
度
の
ご
み
排
出
量
で
試
算
す
る
と

約
２
２
０
０
万
円
に
な
る
。
計
算
方

法
は
全
体
の
ご
み
排
出
量
、
処
理
経

費
に
占
め
る
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の

割
合
を
求
め
た
上
で
１
ｔ
当
た
り
の

処
理
経
費
を
算
出
す
る
よ
う
変
更
し

た
。
ま
た
、
処
分
手
数
料
は
今
後
も

５
年
程
度
の
間
隔
で
検
討
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
。

Ｑ　

増
収
見
込
み
額
か
ら
考
え
る
と
、

処
分
手
数
料
を
上
げ
す
ぎ
で
は
。

Ａ　

現
状
の
処
理
経
費
か
ら
、
適
正

な
額
と
考
え
る
。

Ｑ　

近
隣
市
の
事
業
系
一
般
廃
棄
物

の
処
分
手
数
料
は
。

Ａ　

近
隣
市
の
10
㎏
当
た
り
の
処
分

手
数
料
は
、
所
沢
市
、
入
間
市
が

１
５
０
円
、
川
越
市
が
１
７
０
円
、

日
高
市
が
２
３
０
円
、
朝
霞
市
、
和

光
市
が
２
２
０
円
と
い
う
状
況
で
あ

る
。

◆
商
工
業
開
発
資
金
融
資
条
例
及
び

小
口
融
資
あ
つ
せ
ん
条
例
の
一
部
改

正Ｑ　

返
済
不
能
に
な
っ
た
金
額
は
。

Ａ　

平
成
17
年
度
の
代
位
弁
済
額
は

７
３
７
万
１
９
１
２
円
だ
が
、
保
証

協
会
が
回
収
し
た
市
へ
の
還
付
額
は
、

平
成
17
年
度
の
も
の
に
限
ら
な
い

が
、
２
３
０
万
５
３
７
９
円
と
な
っ

て
い
る
。

Ｑ　

個
人
へ
の
融
資
の
際
、
連
帯
保

証
人
が
必
要
な
く
な
る
こ
と
で
利
用

し
や
す
く
な
る
反
面
、
回
収
が
難
し

く
な
る
ケ
ー
ス
も
出
て
く
る
の
で
は
。

ま
た
、
改
正
後
の
周
知
方
法
は
。

Ａ　

昨
年
度
の
融
資
実
績
に
お
い
て
、

第
三
者
が
連
帯
保
証
人
に
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
回

収
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
と
考
え

る
。
周
知
は
市
内
の
金
融
機
関
、
事

業
者
に
広
く
行
っ
て
い
く
。

Ｑ　

無
保
証
人
に
な
る
こ
と
で
、
金

融
機
関
の
審
査
が
厳
し
く
な
る
の
で

は
。
ま
た
、
保
証
協
会
の
保
証
料
が

上
が
る
の
で
は
。

Ａ　

審
査
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
な

い
よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
。
保
証

料
が
上
が
る
こ
と
は
な
い
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
（
智
光
山
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

Ｑ　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
よ
る

削
減
額
と
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ　

削
減
額
は
指
定
期
間
３
カ
年
で

約
２
４
６
万
円
に
な
る
。
メ
リ
ッ
ト

は
民
間
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
導
入
に
よ

る
管
理
運
営
の
活
発
化
、
自
主
事
業

開
催
に
よ
る
利
用
率
の
向
上
等
が
図

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

Ｑ　

指
定
管
理
者
が
自
主
事
業
と
し

て
テ
ニ
ス
教
室
開
催
を
予
定
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
一
般
利
用
者
と
の
兼

ね
合
い
は
。
ま
た
、
中
、
高
校
生
の

利
用
料
は
従
来
通
り
か
。

Ａ　

自
主
事
業
開
催
に
つ
い
て
は
、

調
整
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
利
用

料
は
従
来
通
り
で
あ
る
。

Ｑ　

利
用
料
を
下
げ
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

Ａ　

現
在
の
金
額
は
適
正
で
あ
る
と

考
え
る
。

◆
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
設
立

Ｑ　

広
域
連
合
設
立
ま
で
の
流
れ
と

予
定
さ
れ
る
保
険
料
の
額
は
。
資
格

証
明
書
は
市
町
村
の
判
断
で
発
行
で

き
る
の
か
。
市
の
財
政
的
負
担
は
老

人
医
療
費
と
の
比
較
で
は
ど
う
か
。

Ａ　

設
立
ま
で
の
流
れ
は
、
平
成

19
年
１
月
中
旬
に
県
知
事
あ
て
に
設

立
許
可
を
申
請
し
、
そ
の
許
可
日

を
も
っ
て
設
立
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

広
域
連
合
長
の
選
挙
を
経
て
、
４

月
１
日
か
ら
始
動
す
る
こ
と
に
な

る
。
保
険
料
は
厚
生
年
金
平
均
受

給
額
２
０
８
万
円
で
試
算
す
る
と

月
額
６
２
０
０
円
に
な
る
。
資
格
証

明
書
発
行
の
権
限
は
広
域
連
合
に

あ
る
。
ま
た
、
新
た
な
支
出
と
し
て

負
担
金
が
あ
り
、
平
成
19
年
度
は
約

２
２
０
０
万
円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

Ｑ　

こ
の
医
療
制
度
に
高
齢
者
の
声

を
反
映
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
作

り
は
。
ま
た
、
広
域
連
合
に
お
け
る

審
議
内
容
の
報
告
は
。

Ａ　

高
齢
者
の
意
見
を
聞
い
て
い
く

方
法
等
を
検
討
し
、
情
報
も
定
期
的

に
提
供
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ　

こ
の
医
療
制
度
発
足
の
メ
リ
ッ

ト
は
。
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
策

は
。

Ａ　

メ
リ
ッ
ト
は
広
域
連
合
に
事
務

を
集
中
す
る
こ
と
で
、
経
費
、
人
的

な
面
で
削
減
が
図
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

軽
減
措
置
は
世
帯
の
所
得
水
準
に
よ

る
も
の
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

反
対
討
論　

大
沢　

え
み
子
議
員

◆
平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

Ｑ　

狭
山
市
駅
西
口
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
費
起
債
増
と
新
都
市
機
能

智光山公園テニスコート
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を
実
施
す
べ
き
市
政
の
根
幹
に
か
か

わ
る
案
件
と
、
住
民
投
票
に
要
す
る

経
費
は
。

Ａ　

西
口
整
備
事
業
は
長
年
の
課
題

で
あ
り
、
市
民
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
合
意
形
成
を
図
っ
て
き
た
。
市
政

の
根
幹
に
か
か
わ
る
案
件
は
市
の
合

併
の
み
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

経
費
は
合
併
の
住
民
投
票
実
施
の
際
、

約
３
３
６
８
万
円
を
要
し
て
い
る
。

Ｑ　

西
口
整
備
事
業
に
お
け
る
権
利

者
す
べ
て
の
合
意
形
成
は
で
き
て
い

る
の
か
。

Ａ　

法
定
手
続
き
は
既
に
完
了
し
て

お
り
、
権
利
者
の
合
意
形
成
は
さ
れ

て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

Ｑ　

西
口
整
備
事
業
の
内
容
に
限
っ

た
説
明
会
は
、
こ
れ
ま
で
何
回
開
催

し
て
き
た
の
か
。

Ａ　

34
回
で
あ
る
。

Ｑ　

市
民
の
合
意
形
成
が
で
き
て
い

る
と
言
う
根
拠
は
。

現
計
画
の
ま
ま
行
う
こ
と
の
賛
否
を

住
民
投
票
に
付
す
る
た
め
の
住
民
投

票
条
例

Ｑ　

議
案
提
出
時
に
付
さ
れ
た
市
長

の
意
見
の
中
に
、
１
万
５
３
５
５
人

も
の
署
名
に
対
し
て
、「
重
く
受
け

止
め
る
」
と
い
う
言
葉
が
な
か
っ
た

理
由
は
。

Ａ　

署
名
数
は
、
地
方
自
治
法
に

規
定
さ
れ
る
条
例
制
定
請
求
の
要

件（
有
権
者
50
分
の
１
以
上
の
連
署
）

を
満
た
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ　

一
般
論
と
し
て
、
首
長
が
行
お

う
と
す
る
施
策
に
対
し
て
、
住
民
投

票
条
例
制
定
を
求
め
る
直
接
請
求
が

提
出
さ
れ
て
も
、
住
民
か
ら
の
合
意

が
得
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も

の
な
の
か
。

Ａ　

わ
が
国
の
地
方
自
治
制
度
は
、

基
本
的
に
は
選
挙
で
選
ば
れ
た
長
や

議
会
に
よ
る
代
表
民
主
主
義
制
で
あ

る
。
住
民
投
票
制
度
は
、
そ
の
補
完

的
制
度
と
し
て
採
用
さ
れ
て
お
り
、

市
政
の
根
幹
に
か
か
わ
る
案
件
に
つ

い
て
の
み
実
施
す
る
も
の
と
考
え
る
。

Ｑ　

狭
山
市
駅
西
口
整
備
事
業
の
説

明
を
市
民
に
十
分
行
っ
て
き
た
と
考

え
て
い
る
か
。

Ａ　

説
明
会
の
開
催
等
に
よ
り
、
十

分
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
き
た
と
認

識
し
て
い
る
。

Ｑ　

住
民
投
票
を
実
施
し
な
い
と
、

市
政
は
民
主
的
か
つ
健
全
な
運
営
を

図
れ
な
い
も
の
な
の
か
。
住
民
投
票

Ａ　

国
土
交
通
大
臣
か
ら
も
認
可
さ

れ
た
事
業
で
あ
り
、
市
長
と
し
て
推

進
し
て
い
く
責
務
が
あ
る
と
考
え
る
。

Ｑ　

住
民
投
票
は
、
市
民
と
の
協
働

の
き
っ
か
け
に
も
な
る
の
で
は
。

Ａ　

住
民
投
票
は
、
市
政
の
根
幹
に

か
か
わ
る
も
の
に
つ
い
て
の
み
行
う

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

Ｑ　

西
口
整
備
事
業
を
現
計
画
の
ま

ま
推
進
し
て
も
、
狭
山
市
の
財
政
が

将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
性
を
確
保
で

き
る
と
い
う
根
拠
は
。

Ａ　

借
入
金
の
返
済
額
は
、
平
成
19

年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
っ
て
い
く
見
通

し
で
あ
り
、
十
分
に
返
済
可
能
と
考

え
る
。

Ｑ　

大
き
な
事
業
を
推
進
す
る
時
に

は
、
長
期
的
な
財
政
予
測
を
市
民
に

示
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

Ａ　

西
口
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

長
期
に
わ
た
る
借
入
金
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
既
に
提
示
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

反
対
討
論　

中
村　

正
義　

議
員

　
　
　
　
　
　

手
島　

秀
美　

議
員

　
　
　
　
　
　

渡
辺　

智
昭　

議
員

　
　
　
　
　
　

吉
池　

美
耶
子
議
員

　
　
　
　
　
　

高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン
久
美
子
議
員

　

賛
成
討
論　

広
森　

す
み
子
議
員

　
　
　
　
　
　

中
川　
　

浩　

議
員

議 

員 

提 

出 

議 

案

◆
公
共
工
事
に
お
け
る
建
設
労
働
者

の
適
正
な
労
働
条
件
確
保
に
関
す
る

◆
平
成
18
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

Ｑ　
「
要
介
護
１
」か
ら「
要
支
援
２
」

に
移
っ
た
こ
と
で
、
利
用
で
き
な
く

な
る
サ
ー
ビ
ス
は
。
ま
た
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
関
す
る
苦
情
は
。

Ａ　

利
用
で
き
な
く
な
る
サ
ー
ビ
ス

に
、
車
い
す
等
の
福
祉
用
具
、
ベ
ッ

ド
の
貸
与
が
あ
る
。
車
い
す
等
に
つ

い
て
は
必
要
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
同
様
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
ベ
ッ
ド
に
つ
い
て
は

極
力
低
い
価
格
で
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
は

利
用
者
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基

づ
い
て
提
供
さ
れ
て
お
り
、
不
都
合

は
な
い
と
考
え
る
。

Ｑ　
「
要
介
護
１
」か
ら「
要
支
援
２
」

に
移
っ
た
人
数
は
。

Ａ　

平
成
18
年
４
月
か
ら
11
月
ま
で

で
、
１
次
判
定
で
「
要
介
護
１
」
で

あ
っ
た
１
２
０
３
人
の
う
ち
、
２
次

判
定
で
「
要
支
援
２
」
に
移
っ
た
方

は
３
２
２
人
で
あ
る
。

◆
狭
山
市
駅
西
口
地
区
整
備
事
業
を

ゾ
ー
ン
整
備
事
業
費
起
債
追
加
の
理

由
は
。

Ａ　

前
者
は
権
利
変
換
計
画
作
成
費

等
の
起
債
メ
ニ
ュ
ー
変
更
に
よ
り
、

充
当
率
が
増
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

後
者
は
土
地
開
発
公
社
か
ら
の
土
地

買
い
戻
し
に
つ
い
て
、
起
債
が
可
能

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
追
加
し
た

も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

平
成
19
年
度
か
ら
所
得
譲
与
税

が
廃
止
さ
れ
、
住
民
税
に
よ
っ
て
税

源
移
譲
さ
れ
る
が
、
そ
の
増
収
見
込

み
額
は
。

Ａ　

今
年
度
の
所
得
譲
与
税
交
付
額

と
同
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　

奥
富
小
学
校
の
除
湿
温
度
保
持

工
事
に
続
く
、
今
後
の
計
画
は
。

Ａ　

堀
兼
小
学
校
、
南
小
学
校
、
狭

山
台
南
小
学
校
、
入
間
野
小
学
校
の

順
で
予
定
し
て
い
る
。

◆
平
成
18
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算

Ｑ　

当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、
会

計
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
。

Ａ　

約
10
％
増
に
な
っ
て
い
る
が
、

要
因
と
し
て
は
高
齢
化
に
よ
る
入
院

件
数
の
増
加
等
が
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ　

平
成
17
年
度
決
算
と
の
比
較
で

は
。

Ａ　

給
付
費
１
件
当
た
り
の
額
で
は
、

平
成
17
年
度
実
績
の
２
万
８
３
２
９

円
に
対
し
、
２
万
８
４
３
８
円
と
見

込
ん
で
い
る
。

狭山市駅西口
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■■■■ 意
見
書
（
別
掲
）

　

提
出
議
員　

奥
冨　

喜
康　

議
員

◆
大
島
政
教
議
員
に
対
し
議
員
辞
職

を
勧
告
す
る
決
議
（
別
掲
）

Ｑ　

政
治
献
金
は
公
職
選
挙
法
等
に

お
い
て
、
違
法
と
言
え
る
も
の
な
の

か
。

Ａ　

献
金
自
体
は
合
法
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

Ｑ　

政
治
献
金
が
合
法
で
あ
る
な
ら
、

そ
れ
を
不
当
と
言
う
の
は
い
か
が
な

も
の
か
。

Ａ　

献
金
自
体
が
不
当
だ
と
は
言
っ

て
い
な
い
。
不
当
だ
と
言
っ
て
い
る

の
は
事
実
を
隠
ぺ
い
し
た
り
、
虚
偽

の
発
言
を
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

提
出
議
員　

伊
藤　
　

彰　

議
員

監
査
委
員
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
／
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条

例
等
の
一
部
改
正
／
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
／
議
会
の
議
員

そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災

害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
改
正
／
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

改
正
／
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く

り
広
域
連
合
の
規
約
変
更
／
平
成

18
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
／
平
成
18
年
度
狭
山
市
駅

東
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
／
財
産
の
取
得
（
智

光
山
公
園
用
地
）
／
市
道
路
線
の

廃
止
（
入
間
川
、
堀
兼
地
区
内
）

そ
の
ほ
か
の
議
案

　平成１８年１２月定例会において、「狭山市駅西口地区整備の意見書・署名簿に係わる調査特別委員会」
（平成１８年３月定例会設置）の斉藤壮伍委員長から、(1)署名簿について (2)大島政教議員と参考人の
意見書及び署名簿の作成、提出に係わる発言内容の相違について (3) プロジェクト２１（狭山市議会会
派のひとつ）への献金について (4)大島政教議員の虚偽発言についての４項目からなる調査結果が報告
され、了承いたしました。
　反対討論　大島　政教　議員
　賛成討論　小谷野　剛　議員

　平成１８年１月２３日、市長、市議会議長宛に提出された、狭山市駅西口再開発事業の見直しを求め
る権利者の意見書に付された７１名の署名簿において、５０名もの署名が不当に水増しされ、新聞社等
に誤った情報を流布し報道されたことについて、調査特別委員会を設け、議員の関与について調査を行っ
てきた。
　調査特別委員会の報告によれば、大島政教議員は、署名簿の内容を確認し虚偽を知り得る立場にあり
ながら、市役所総合政策部を訪れ、職員に対し「名前は記憶するな」と人数のみの確認を強要し、一方で「名
簿に書かれた人は弱い立場であるため公表できない」と議会に対する署名簿の提出を遅延させ、それが
あたかも正当なものであると標榜するなど、７１名もの権利者が「見直し」を求めているとの虚偽の情
報の流布に大きく係わってきたものである。
　さらに署名簿が虚偽であることが確認された後も、「地権者・借地者のうち約７０名が要望書を提出」
との誤った新聞記事を多数複写し、大島議員の所属する「狭山まちづくりネットワーク」において、不
特定多数の市民に配布していた。
　また、調査特別委員会の場においても、大島議員は権利者数名から８５万円余の献金を受けていた事
実等を隠し、その事実を突きつけられるまで虚偽の答弁を行った。
　これら一連の行為は、議員としてあるまじき行為であり、議会の品位を著しく失墜させる行為である。
　よって狭山市議会は、大島政教議員に対して、議員辞職を勧告するものである。

　狭山市議会は平成 18 年 10 月 24 日、東
京防衛施設局に対し、「航空自衛隊入間基地
に係わる市民の生活環境の改善について」の
要望書を提出しました。
　要望事項（要約）は次のとおりです。

１　特定防衛施設周辺整備調整交付金の増額
２　住宅防音工事の対象住宅の拡大と施工内
容の拡充、改善
３　住宅防音工事の対象区域の拡大
４　安全飛行の徹底と飛行回数（特に休日、
夜間）の削減
５　連続離着陸飛行訓練とエンジンテストの
制限
６　低音が持続するヘリコプターの飛行騒音
への配慮
７　入間基地内各施設の安全管理の徹底
８　入間基地に関する十分な情報の事前提供

調査特別委員会の審議終了

大島政教議員に対し議員辞職を勧告する決議（要約）

要望書を提出
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　公共工事が減少し、企業間の受注競争が激化したことから、建設業においては施工単価や労務費が引
き下がるなど、現場で働く労働者の生活に深刻な影響を及ぼしている。
　公共工事に係わる賃金の確保等を定める、いわゆる「公契約法」の制定については、わが国でも平成
12年 11月に「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」が制定され、参議院において「建
設労働者の賃金、労働条件の確保が適切に行われるように努めること」との付帯決議がなされているが、
いまだ公共工事に従事する労働者に適正な賃金を確保するための対策は十分とは言えない状況にある。
　よって、国においては、建設業を健全に発展させ、工事における安全や品質の確保とともに、雇用の
安定や技能労働者の育成を図るため、下記事項を推進するよう強く要望する。

記

１　公共工事において、建設労働者の適正な賃金が確保されるよう「公契約法」の制定を促進すること。
２　「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」の付帯決議事項について、実効ある施策
　を実施すること。

　平成 18 年 12 月定例会において、9月定例会で継続審査とした平成 17 年度一般会計決算議案につ
いて、決算特別委員会の審査結果が、渡辺智昭委員長より要望指摘事項を付して報告され、採決の結果、
認定いたしました。
　反対討論　広森すみ子　議員
　賛成討論　東山　徹　　議員

　要望指摘事項（要約）
１　市税未納者の実態を調査し、徴収の取り組みを徹底されたい。
２　国有提供施設等所在市町村助成交付金（基地交付金）については、固定資産税相当分の確保と、同
交付金に関する財源超過団体の減額規定廃止に向けた要望活動を強力に推進されたい。
３　団体補助金見直しに際しては、団体の実態を踏まえ個々に精査するよう検討されたい。
４　企業誘致については、インフラ整備等を積極的に行い、まち全体で取り組んでいる姿勢を内外に示
されたい。
５　福祉団体等への家賃補助に際しては、まず市の余裕施設の利用を検討し、民間から借用する場合で
も、契約の際には市を含めた三者で協議することとされたい。
６　高齢者が急激に増加する中でサービスが不足しないよう、介護保険施設の整備を進められたい。
７　生活保護については、受給者の自立を促進し、生活実態の把握に努められたい。
８　保育所及び学童保育室については、待機児童が生じないよう適正な施設整備に努められたい。
９　農地法に違反する行為については、県と調整を図り、引き続き是正に努められたい。
10　店舗住宅リフォーム補助金については、一層の予算枠の拡大を検討されたい。
11　赤坂の森公園多目的グランドについては、芝生の養生を含め適正な管理に努められたい。
12　みどりの基金については、多くの市民が参加できるようＰＲの充実等に努められたい。
13　消防職員数については、消防力の整備指針に基づく人員の確保に努められたい。
14　自主防災組織の組織率の明確な目標値を設定し、その向上に努め、高齢者世帯等の災害弱者に対し
ては、地区毎の防災シミュレーションを行い、情報伝達漏れ等による被災がないよう工夫されたい。

15　学校の除湿温度保持工事の実施については、前倒しを検討されたい。
16　過去の決算特別委員会の要望指摘事項のうち、未処理事項については、早急に対処されたい。

公共工事における建設労働者の適正な労働条件確保に関する意見書（要約）

平成17年度一般会計決算を認定
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